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新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
景
気
の
面
で
は
円

安
・
株
高
に
よ
っ
て
企
業
や
消
費
者
の

マ
イ
ン
ド
が
改
善
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

効
果
が
実
体
経
済
に
波
及
し
明
る
い
見

通
し
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
引
き
上
げ
で
家
計
の
負
担
増
は
逃

れ
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
決
し
て
安

穏
と
し
て
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

昨
年
の
当
院
の
運
営
に
つ
い
て
振
り

返
り
ま
す
と
、
主
に
既
存
の
機
能
の
充

実
、
ま
た
は
維
持
に
努
め
た
一
年
間
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
当
院
は
一
昨
年
の
４
月
に

緩
和
ケ
ア
病
棟
19
床
を
開
設
い
た
し
ま

し
た
が
、
昨
年
は

｢

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム｣

の
活
動
を
一
般
病
棟
に
ま
で
拡
大
し
、

更
に
は
一
般
病
棟
の
患
者
様
に
も
が
ん

患
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
緩
和
ケ
ア
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
と

の
連
携
を
よ
り
強
化
す
べ
く
、｢

地
域
医

療
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー｣

と
い
う
名
称

で
、
従
来
の
連
携
室
・
相
談
室
の
体
制

を
統
合
、
担
当
の
医
師

(
診
療
部
長)

と
専
任
の
看
護
師
を
配
置
し
、
よ
り
実

効
的
な
連
携
体
制
構
築
の
た
め
に
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
毎
年
懸
案
の
看
護
師

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
例
年
よ

り
も
退
職
者
が
少
な
く
、
７
：
１
入
院

基
本
料
の
体
制
を
維
持
で
き
ま
し
た
。

４
月
に
は
新
し
い
職
員
寮
・
保
育
室
が

竣
工
、
魅
力
的
な
職
場
環
境
の
整
備
に

も
力
を
注
い
だ
一
年
で
し
た
。

ま
た
、
当
法
人
に
と
っ
て
大
変
重
大

な
出
来
事
と
し
て
、
私
事
に
も
な
り
ま

す
が
、
当
法
人
の
発
展
に
多
大
な
功
績

を
残
し
た
鈴
木
利
彌
前
執
行
理
事
の
逝

去

(

９
月)

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
葬
儀

に
は
大
変
多
く
の
皆
様
に
ご
参
列
、
お

心
遣
い
を
賜
り
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
葬

儀
の
準
備
に
際
し
て
は
、
多
く
の
職
員

が
自
ら
手
伝
い
と
し
て
名
乗
り
出
て
、

職
員
皆
で
式
を
作
り
、
送
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
当
法
人
の
職
員
の
こ
こ
一
番

で
の
結
束
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
、
今
回
も
そ
の
パ
ワ
ー
を
存
分
に

発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
の
当
院
の
予
定
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
も
少
々
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
は
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
を

進
め
て
お
り
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

で
得
た
財
源
を
活
用
し
て
、
今
後
の
超

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
医

療
供
給
体
制
の
再
構
築
を
図
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
り
、
医
療
機
関
は
診
療
材
料
等

の
仕
入
れ
価
額
が
自
動
的
に
３
％
高
く

な
り
、
健
全
な
病
院
経
営
を
著
し
く
圧

迫
し
か
ね
な
い
、
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
に
実
施
さ
れ

る
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
効
率
化
・
重

点
化
が
必
要
と
な
る
項
目
が
明
示
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
は
国
が
示
す
方

向
へ
向
け
て
、
自
発
的
行
動
や
経
営
努

力
を
促
さ
れ
る
事
と
な
る
で
し
ょ
う
。

｢

病
床
機
能
報
告
制
度｣

の
導
入
も
あ
り
、

自
院
の
役
割
を
明
確
化
し
た
上
で
よ
り

一
層
の
機
能
の
充
実
を
求
め
ら
れ
る
事

は
必
至
で
す
。

我
々
の
病
院

(

法
人)

は
、
様
々
な

病
期

(

病
気
の
段
階)

や
社
会
的
背
景

の
患
者
様
に
幅
広
く
対
応
で
き
る
事
が

特
徴
で
あ
り
、
ま
た
大
事
に
し
て
き
た

ポ
リ
シ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
目

指
す
方
向
性
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

た
だ
し
機
能
の
充
実
は
し
っ
か
り
と
図
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
具
体
的
な
予
定
と
し
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ
開
設
準
備

(

平
成
28
年
度
開
設

予
定)

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
為
に

は
既
存
部
門

(

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
、
入
退
院
セ

ン
タ
ー
等)

の
大
が
か
り
な
移
転
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
移
転
す
る
部
門
に

つ
い
て
も
、
現
在
よ
り
充
実
し
た
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
新
し
い
診
療
科
の
標

榜
も
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
正
式
に
は

あ
ら
た
め
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
ま
ず
は
婦
人
科
の
診
療
体
制

整
備
を
進
め
る
予
定
で
す
。

以
上
、
年
頭
に
当
た
り
昨
年
の
振
り

返
り
と
今
年
の
予
定
に
つ
き
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
一
年

が
皆
様
方
に
と
っ
て
良
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
し
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

一般財団法人同友会 理事長
藤沢湘南台病院 院長

鈴木 紳一郎
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定看護師になるためには専門の教育過程を修了し日本看護協会の認定看護師認
定審査に合格しなければなりません｡ 現在､ 専門分野は��コースあり､ 私は
｢がん化学療法看護｣ の認定資格を取得しました｡
私は以前病棟で勤務していた時､ 化学療法を受ける患者様に沢山出会いまし

た｡ 本当に効くのだろうか､ 自分にはどんな副作用が出るのだろうか､ という様々な不安を抱えて､
実際に吐き気や口内炎､ 脱毛などの副作用で辛い思いをしている患者様もいらっしゃいました｡ そ
のような患者様にもっと看護師としてできることはないのだろうかと考え､ 化学療法看護について
専門的に学ぶため認定看護師を目指しました｡
現在私は外来化学療法室で勤務し､ 通院しながら化学療法を受ける患者様の看護に携わっていま

す｡ がん化学療法で使用される薬剤は次々と新薬が開発され､ 副作用も多様化しています｡ 末梢神
経障害 (しびれ) や手足症候群 (手のひらや足の裏に炎症がおこる症状)､ など生命への影響は少な
くても､ 日常生活に大きく影響する副作用を起こす薬剤も増えています｡ 患者様の自宅での様子や
副作用で困ることが出ていないか､ など細かく状況を伺いながら対策を一緒に考え､ うまく副作用
と付き合いながらその人らしく生活ができるように支援していくことを心がけています｡
また毎週木曜日には病棟へ赴き､ 病棟スタッフからの相談を受けたり､ 直接患者様のところへ行

き不安や気がかりなことについて相談を受けたりしています｡
認定看護師としてはまだまだ経験不足ですが､ 患者様が少しでも安心してがん化学療法を受けら

れ､ 長い治療を乗り越えることが出来るように支えていきたいと思っています｡ がん化学療法に関
して困ったこと､ 相談などありましたら是非私を活用してください｡ どうぞよろしくお願いします｡

看護部 
� �


�������
��

従来､ がん化学療法 (抗がん剤によるがん治療) は入院
して治療を行うことが一般的でした｡ 現在は､ 新しい医薬
品開発や副作用対策などの進歩によって､ 外来でも安全に
がん治療を受けることができます｡ 患者さんは自宅で普通
の生活を送り､ ご家族の心身両面の援助を受けながら､ 最
新のがん治療を受けることができるようになりました｡
藤沢湘南台病院の外来化学療法室は､ １号館１階の外来

診察室 (内科・外科) 付近にあります｡ 外来化学療法室に
は､ 治療中の患者さんの苦痛を少しでも和らげるために､
ベッドのほか､ リクライニングチェアやテレビなども完備
し､ 充実した施設で治療を行っています｡
がん化学療法は､ 吐き気や体調不良などの身体症状を伴うことがあります｡

このような治療の副作用をできるだけ少なくするために､ 化学療法を専門と
した看護師が患者さんの体調をきめ細かく観察し､ 援助しています｡
また､ 患者さんに治療法をよく理解してもらうために丁寧な説明をすることも治療の不安を和ら

げるために大切なことだと考えています｡ そこで､ 薬剤師は､ 患者さん毎に抗がん剤などのお薬に
ついて丁寧に説明しています｡ さらに､ 安全に治療を継続していただくため､ 無菌操作による抗が
ん剤の調製も実施しています｡
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私たちが生活する上で､ とても大切な役割を果たしている筋肉は､ 近年シェイプアップのみなら
ず､ 介護方面からも非常に重要視されています｡
筋肉は加齢とともに徐々に衰えます｡ 特に��歳以上では､ 適度な運動をしている人とそうでない

人では歴然とした差が生じてきます｡ しかし筋肉の衰えはトレーニングによって予防できます｡ ��

歳を越えても､ 適切な筋力トレーニングを行えば筋肉量は増えます｡ したがって筋力トレーニング
はいつ始めても遅いという事はないのです｡ ｢高齢だから｣ という理由であきらめる事はありません｡
健康のためにウォーキングをされている方も多いと思われますが､ ウォーキングのような有酸素運
動は､ 血圧を下げたり､ 血中脂質の状態を改善したりするのには有効ですが､ それだけでは､ 筋肉
量の低下抑制､ 筋肉量の増加のためには不十分です｡ ですから��������	
��
���

�����������です｡
筋力トレーニングによって積極的に鍛える事が出来るのは､ 自分の意志でコントロールできる随

意筋である骨格筋です｡ 骨格筋は足・腕・腹・背中を支えています｡ 適切な方法で効果的に骨格筋
を鍛えましょう｡

これらは ｢老化｣ の典型的な症状ですが､ どれも筋肉の衰え､ 体の筋肉量の減少と密接な関係が
あります｡ つまり ｢老化＝筋肉の衰え｣ と捉える事も出来ます｡ 特に筋肉量が減りやすい部位は下
半身です｡ なぜなら人間の筋肉の��％以上は下半身に集中しており､ この部分を鍛えるか否かで若々
しさを保たれるかどうかが決定されると言っても過言ではありません｡ 特に太ももの前側の筋肉
(大腿四頭筋) は大切です｡
ライフメディカルフィットネスでは､ 専門の運動指導員がひとり一人にあったトレーニング方法

を提供し､ 皆様の目標をかなえるために全力でサポートいたします｡ ライフメディカルフィットネ
スで､ いつまでも若々しく健康な身体を維持しましょう！見学は随時受付しております｡ 是非一度
足をお運びください｡
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【受付時間】 午前８：30～11：00 (診療開始 午前９：00)

午後12：00～15：00 (診療開始 午後13：30)
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※ 枠は完全予約制です｡ 内科／外科／泌尿器科／整形外科の午後診
察は専門外来のみとなり､ 一般外来は休診です｡

※内科専門外来は ｢内科新患担当｣ の医師が診察した上で次回以降の予
約を取ります｡

※大腸肛門科・鈴木院長は事前予約制です｡ 予約外で来院された患者様
は一般外科を含めた他の医師の診察となり､ 診察の中で次回の鈴木院
長の予約を取ります｡ 電話予約は新患の患者様が対象です｡
[大腸肛門科新患専用予約] 0466-44-1477 (受付)月～金 9：00～16：00

※健康スポーツ部の診察は初診時にも予約が必要です｡
[予約] 0466-44-1451 (受付)月～金 14：00～16：00


